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第２章　ライプニッツとニュートンは何を争ったか

図１　絶対空間と絶対時間

図２　ライプニッツ
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図３　運動量

図４　運動エネルギー

【物体の速度が変わる場合、運動エネルギーは積分で求める】
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　図５　ラプラスのデモン

【法則と現在の状態がわかれば未来も過去も見通せる】

図６　有限宇宙の場合

【ニュートン理論によれば、有限宇宙では物質は中心に集まって塊となる】
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図７　無限宇宙の場合

【無限宇宙では適当な条件が整えば星が均等に分散しうる、とニュートンは

考えた】

図８　三つの配置
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図９　三次元の配置

図１０　ガリレオの相対性
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図１１　回転する円盤

図１２　ホイヘンスの発見



内井惣七『空間と時間の謎』 7

図１３　粒子に個性があれば状態も区別される

図１４　粒子に個性がなければ状態も区別できない

図１５　排他粒子
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図１６　モナドの個性


